
　
自
然
災
害
と
い
う
と
地
震
を
想
像
す

る
人
が
多
い
で
す
が
、
日
本
に
毎
年
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
の
は
、
台
風
や

梅
雨
に
よ
る
水
害
が
多
い
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
過
去
の
災
害
】

　
昭
和
28
年
６
月
25
日
か
ら
29
日
に
か

け
て
、
活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
で
遠

賀
川
が
決
壊
し
ま
し
た
。
多
く
の
民
家

が
浸
水
・
倒
壊
し
、
祗
園
橋
も
流
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
県
は
、
平
成
29

年
以
降
５
年
連
続
で「
大
雨
特
別
警
報
」

が
出
さ
れ
、
県
南
を
中
心
に
大
雨
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

①
災
害
発
生
時
の
危
険
な
場
所
を
知
る

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
災
害
の
恐
れ

が
あ
る
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、
避
難

す
る
必
要
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
よ
っ
て
は
自
宅
の
２
階
に
避
難

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
こ
の
広
報
あ

し
や
と
一
緒
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
役
場
２
階
、
総
務
課
窓
口
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

②
備
蓄
品
な
ど
の
準
備
・
点
検

　
災
害
に
備
え
、
非
常
時
用
備
蓄
品
や

非
常
時
持
ち
出
し
品
の
準
備
・
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。
備
蓄
食
糧
の
賞
味
期
限

の
確
認
や
懐
中
電
灯
の
電
池
の
交
換
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
所
の
場
所
を
確
認

　
災
害
発
生
時
に
滞
在
す
る
指
定
避
難

所
は
、
中
央
公
民
館
と
総
合
体
育
館
で

す
。
災
害
規
模
や
避
難
者
数
に
あ
わ
せ

て
、
ほ
か
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
（
学

校
や
公
民
館
な
ど
）
を
開
設
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

④
気
象
情
報
・
災
害
情
報
を
入
手

　
い
ち
早
く
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

◇�

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
（
ｄ
ボ
タ
ン

な
ど
）

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

◇�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
防
災
速
報
ア
プ
リ

※�

登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

◇�

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

※�

登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

⑤
避
難
情
報
の
入
手

　

町
で
は
、
災
害
情
報
や
気
象
情
報
な

ど
に
応
じ
て
、
避
難
情
報
や
避
難
所
開

設
情
報
を
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情

報
は
、
戸
別
受
信
機
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
な
ど
か
ら
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　
危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
、
避
難
情

報
に
あ
わ
せ
て
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

警
戒
レ
ベ
ル
３
「
高
齢
者
等
避
難
」

ま
た
は

警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避
難
指
示
」
で

必
ず
避
難
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い

　
災
害
時
の
気
象
情
報
や
避
難
情
報
な

ど
を
、
皆
さ
ん
に
速
や
か
に
正
確
に
伝

え
る
た
め
、
戸
別
受
信
機
を
各
戸
に
無

償
配
布
（
貸
与
）
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
情
報
や
行
政
情
報
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
か
ら
の
緊
急
情
報
、
住
ん
で
い
る
自

治
区
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
な
ど

が
音
声
と
文
字
で
配
信
さ
れ
ま
す
。

　
受
信
機
を
ま
だ
箱
か
ら
出
し
て
い
な

い
人
は
、
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
置
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
設
置
方
法
が
わ
か

ら
な
い
人
は
、
庶
務
係
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
も
な
く
梅
雨
時
期
で
す
。
災
害
発
生
に
備
え
ま
し
ょ
う

▽
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）

▷ �総合体育館（山鹿）

▷ �中央公民館（中ノ浜）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

災
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

▷ �防災メール
まもるくん

▷ �Yahoo!
　防災アプリ
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①夏場の積乱雲

　非常に発達したモクモクとした雲で、雲
の下の方は黒く不気味な感じもします。積
乱雲の下では強い雨と風があり、雷を伴い
ます。一般的に一つの積乱雲は、数時間で
消滅しますが、同じところで次々と発生す
ることがあります。
　雷の音が聞こえたら、大きな木の下は危
険です。屋内や車の中に避難しましょう。

気
象
の
豆
知
識

②線状降水帯

　低気圧や前線の南側で、暖かく湿った空
気が収束し発生します。この風の流れが変わ
らないと同じところで積乱雲が発生するため
集中豪雨となり、比較的狭い範囲で土砂災
害や洪水が発生することがあります。芦屋町
に「顕著な大雨に関する情報」が発表され
たら、ただちに安全な所へ避難しましょう。

▷ �気象庁ホームページより

③梅雨

　夏の暖かい空気と冬の冷たい空気がぶつ
かることで前線が発生し、春から夏に季節
が変わるとき、日本にまとまった雨をもたら
します。近年の梅雨は豪雨となることが多
く、特に梅雨末期の豪雨は広い範囲で大き
な災害となることもあります。線状降水帯
を伴うこともあり、梅雨末期は特に気象情
報に注意しましょう。

④台風

　多くの台風は、夏から秋にかけて暖かい
南の海上で発生します。暴風雨を伴い北上
し、日本に上陸することもあります。規模の
大小はありますが、中心付近はもちろんの
こと、時にはかなり遠くでも暴風雨となるこ
とがあります。また、台風が遠い南海上に
あっても太平洋側では波が高くなり、前線
が日本付近にあると前線活動が活発化する
こともあります。数日前から進路予想が出ま
すので、進路によっては、レジャーや帰省
を中止することも大切です。

▷ �気象庁ホームページより

▷ �気象庁ホームページより
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